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大野監訳	2014）では全 10 類型の PD が定義されてい
るが，このうち自己に関する診断基準が含まれている








1950,	1963） と は 明 確 に 区 別 さ れ る（American	






















































おり，この点において境界性 PD や回避性 PD とは異
なっている（市川・望月，	2014b）。このことからも，





























































































































































び大学院生 85 名（男性 34 名，女性 51 名：平均年齢
20.5 歳，SD	=	2.23）であった。
実施時期　2012 年 5 月から 7 月に実施した。
手続き　参加者は，心理学の講義中あるいは個別に
募集し，任意での参加を求めた。質問紙による顕在的


















課題は全 7 ブロックから構成され，第 4・第 7 ブロッ
クがテスト施行（各 40 施行），他の 5 ブロックが練習
施行（各 20 施行）であった。回答にはキーボードの







（Structured	Clinical	 Interview	 for	DSM-IV	 axis	 II	
personality	disorders:	SCID-II，	First	et	al.,	1997	髙橋監訳	
2002）の人格質問票における各 PD に関する質問項目
のうち，境界性 PD に関する 15 項目，自己愛性 PD に
関する 17 項目，回避性 PD に関する 7 項目を使用した。
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自己愛性 PD 傾向得点，回避性 PD 傾向得点として以
下の分析に用いた。
顕在的自尊感情得点　逆転項目を処理した上で自尊










性 PD 傾向および回避性 PD 傾向とは中程度以上の負









得点範囲 平均値 標準偏差 α 係数
境界性 PD 傾向 15 ─ 75 35.64 10.26 .80
自己愛性 PD 傾向 17 ─ 85 37.71 7.86 .69
回避性 PD 傾向 	 7 ─ 35 20.29 5.88 .72





自己愛性 PD 傾向 回避性 PD 傾向 顕在的自尊感情 潜在的自尊感情 自尊感情差得点
境界性 PD 傾向 .15 .52	*** – .47	*** – .13 – .26	*
自己愛性 PD 傾向 – .05 .17 – .12 .21
回避性 PD 傾向 – .75	*** – .04 – .54	***
顕在的自尊感情 .12 .66	***
潜在的自尊感情 – .66	***
***	p ＜ .001,	*	p ＜ .05
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自己愛性 PD 傾向得点，回避性 PD 傾向得点として以
下の分析に用いた。
顕在的自尊感情得点　逆転項目を処理した上で自尊










性 PD 傾向および回避性 PD 傾向とは中程度以上の負














尊 感 情 の 標 準 偏 回 帰 係 数（β	=	 – .76,	t	=	 –10.55,	p
＜ .001）と，第 2 ステップの説明率，顕在的―潜在的
自尊感情間の交互作用項投入による R2 の変化量およ
び交互作用項の標準偏回帰係数（R2	=	.59,	p ＜ .001;	
ΔR2	=	.02,	p ＜ .05;	β	=	.15,	t	=	2.04,	p ＜ .05）が 5% 水
準で有意であった。単純傾斜検定の結果（Figure	1），
潜 在 的 自 尊 感 情 が 高 い 場 合（+1SD）・ 低 い 場 合	
（–1SD）における顕在的自尊感情の単純傾斜がそれぞ
れ有意であったが（順に，B	=	– .62,	t	=	–6.32,	p ＜ .001;	

























従属変数 Step 独立変数 R2 ΔR2 β
境界性 PD 傾向 1 主効果 .23	***
顕在的自尊感情（a） – .47	**
潜在的自尊感情（b） – .10
2 交互作用 .25	*** .02
（a）×（b） – .16
自己愛性 PD 傾向 1 主効果 .05
顕在的自尊感情（a） .18
潜在的自尊感情（b） – .17
2 交互作用 .06 .02
（a）×（b） – .14
回避性 PD 傾向 1 主効果 .57	***
顕在的自尊感情（a） – .76	***
潜在的自尊感情（b） .08
2 交互作用 .59	*** .02	*
（a）×（b） .15	*





















グ を 行 っ た（Implicit ＜ Explicit 群 :	+1;	Implicit ＞







各 PD 傾向得点とした。分析の結果を Table	4 に示す。
検定の結果，境界性 PD 傾向および回避性 PD 傾向
について，第 2 ステップの説明率，交互作用項投入に
よる R2 の変化量および交互作用項の標準偏回帰係数
が 5% 水準で有意であった（境界性：R2	=	.09,	p ＜ .05;	
ΔR2	=	.05,	p ＜ .05;	β	=	 – .30,	t	=	 –2.20,	p ＜ .05;	回避性：
R2	=	.30,	p＜ .001;	ΔR2	=	.12,	p＜ .001;	β	=	– .44,	t	=	–3.64,	
p ＜ .001）。単純傾斜検定の結果，境界性 PD 傾向得点


















従属変数 Step 独立変数 R2 ΔR2 β
境界性 PD 傾向 1 主効果 .04
差得点の絶対値（a） .34	*
差の方向（b） – .12
2 交互作用 .09	* .05	*
（a）×（b） – .30	*
自己愛性 PD 傾向 1 主効果 .02
差得点の絶対値（a） – .11
差の方向（b） .12
2 交互作用 .06 .05*
（a）×（b） .28	*
回避性 PD 傾向 1 主効果 .18	***
差得点の絶対値（a） .25	*
差の方向（b） – .43	***
2 交互作用 .30	*** .12	***
（a）×（b） – .44	***
***	p ＜ .001,	*	p ＜ .05
注	）　最終ステップにおけるβの値を記載。差の方向は，Implicit ＜ Explicit の場合に +1，Implicit


















グ を 行 っ た（Implicit ＜ Explicit 群 :	+1;	Implicit ＞







各 PD 傾向得点とした。分析の結果を Table	4 に示す。
検定の結果，境界性 PD 傾向および回避性 PD 傾向
について，第 2 ステップの説明率，交互作用項投入に
よる R2 の変化量および交互作用項の標準偏回帰係数
が 5% 水準で有意であった（境界性：R2	=	.09,	p ＜ .05;	
ΔR2	=	.05,	p ＜ .05;	β	=	 – .30,	t	=	 –2.20,	p ＜ .05;	回避性：
R2	=	.30,	p＜ .001;	ΔR2	=	.12,	p＜ .001;	β	=	– .44,	t	=	–3.64,	
p ＜ .001）。単純傾斜検定の結果，境界性 PD 傾向得点





避性 PD 傾向得点については，Implicit ＜ Explicit 群，
Implicit ＞ Explicit 群のいずれにおいても差得点の絶
対値の単純傾斜が有意であった（順に，B	=	 – .45,	t	=	





性 PD 傾向が高くなるといえる。自己愛性 PD 傾向に





















































































PD に 関 わ る 誇 大 性 と 脆 弱 な 自 尊 感 情（American	
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